











































































さてこの契文で注目すべき部分は、 （一）四方に對して「帝于西方（西方に帝し） 」 「帝于北方（北方に帝し） 」 「帝于南方





















































否かを問う辭例が頻出してい ことからもわかる通り、日常生活を脅かす規模の暴風が吹くことが多かった爲に、その被を囘避せねばならなかったからに他ならない。附言するならば、 「寧」字の使用される辭例中 「寧風」の用例が飛び拔けて多く、 「寧雨」がこれに次いでいる。
以上の如く、殷代に於いて風は、年穀の豐饒を祈る目的で、定期的に禘や曰の儀禮によって祀られ、また風
を避ける目








を動かすことを命ずる者」と「風を直接動かす者 それぞれ想定されていたの 。前者は「帝（＝上帝） 」であり、後者は「巫」である。この「巫」とは專門的職司としての人閒の巫を指す場合と、それと同等 性格を投影した神靈を指す場合とがある。「帝（＝上帝） 」が風を命ずる者であることについては、契文に「貞、翌癸卯、帝其令風（貞ふ、翌癸卯に、帝、其れ風を令せんか） 」 （合集六七二正）とあ 通りで、風のみならず、雨や雷もまた上帝が命ずるも と考えられていたようであ
る（七）
。





むるに九豕にせんか） 」 （合集三四一三八） 「戊子卜、寧風
北巫犬（戊子に卜す、風を北巫に寧むるに犬にせんか 」 （合集三四一四〇）の如く、 「巫に帝す」 （風を）巫に寧む」と讀み、この場合の「巫」を赤塚忠は風を動かす力を持つ神靈の四巫である 述べる。また後者については「…巫 一犬（…巫、帝するに一犬にせんか 」 （合集二一〇七四） 「庚…巫帝二犬（庚…巫、帝するに二犬にせんか） 」 （合集二一〇七六） 「壬午卜、巫 （壬午に卜す、 、帝せんか） 」 （合集二 〇七八） 「 帝一犬一豕（巫、帝するに一犬一豕 せんか） 」 合集
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極、以出入風」とあるは、殷代に於いて神靈の「巫」が想定されていたことの名殘であると考えられる。 「折丹」は郭璞注に「神人」とあり、郝懿行が「名曰折丹上疑脫有神二字。大荒南經、有神名曰因因乎、可證」 、 「名曰折丹」の上に「有神」の二字を脫すると推測している とから推すに 「折丹」は神の名であると考えられるからである。日月の出る場所「折丹」 、また「折」と呼ばれる神人が居り、その風の出入を司るという性格は、契文に刻された神靈たる「巫」の性格と重なるものである。大荒北經には「有係昆之山者、有共工之臺。射者不敢北鄕。有人、衣靑衣。名曰黃帝女魃。蚩尤作兵伐黃帝。黃帝乃令應龍攻之冀州之野。應龍畜水、蚩尤請風伯雨師、縱大風雨。黃帝乃下天女曰魃。雨止、遂殺蚩尤。魃不得復上、所居不雨。叔均言之帝、後置之赤水之北。叔均乃爲田祖。魃時亡 。所欲逐之者、令曰、神北行 先除水衟 決通溝瀆」とあり、 「魃」という神人が「風伯（＝風の神） 」と 雨師（＝ の神） 」を操る力を持っているこ が記さ ており、これも契文中に見える神靈たる「巫 を彷彿とさせ 。そして地上に殘された「魃」の去就に、農耕を司る神であ 「田祖」が大きく關わっていることから、 「魃」自身も農耕 無關係の神ではなかったこと 推測でき 。
以上の如く、風にまつわる「神靈の巫」や「專門的職司の巫」の文獻上の痕跡はそれ程多くはない。では、風は四方のど































（ 「大塊」 ）のおくび（ 「噫氣」 ）に喩えたものである。




































とあり、 「風穴」が鳳凰の宿る場所とされている。この記述によると、鳳凰は至德の君の在不在によって、善にでも惡にでもなり得る存在であるが、留意すべき點は雷や風雨を司るもの して記されて ことである。 「風穴 は高誘注に「風穴、北方寒風從地出也」と によれば、北方の寒風が吹き出で 場所と解されるが、鳳凰が天帝の使者として天界と地上の閒を行き來する存在であることと、旣述 如く、嘗ては風が天帝の命によって地上に吹くものと考えられていたことを考え合
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わせると、鳳凰自身が風を起こすところからの附名であったのだろう。或いは殷代に於いて、 「風」字が「鳳」字を借りて刻されていたことに關連して生まれた俗信であったのかも知れない。いずれにせよ右の記述からは洞穴から風が生ずること、乃至は洞穴に風を司る者の存在が信じられていたことをう がい知ることができよう。『詩經』の詩の中にも風の起こる場所が示されている句がある。それは小雅・谷風之什・谷風篇と、大雅・生民之什・卷阿篇、同蕩之什・桑柔篇であ 。小雅・谷風之什・谷風篇には第三章の首二句に「習習谷風、維山崔嵬」とある。ここに見える「谷風」が文字通り谷から




































































































（押韻 　第一章 　○＝魚部韻。 　第二章 　△＝微部韻。 　第三章 　△＝微部韻、□＝元部韻…微元合韻）








經通義（甲） 」 ）と言う如く、雷の意 ○「寘」は鄭玄が「寘、置也」と言う如く、置く意。○「遺」は集傳に「如遺、忘去而不復存省也」とある如く、忘れる意。○「維山崔嵬 の「維 聞一多が「維犹在也」 （ 詩經通義（甲） 」 ）と、 「在」であると解する。 れによ と該句は 山の崔嵬に
維あ
り」と讀める。 「維」は裴學海が「惟、一爲在字之義。字通作維」とし、
「在」と解し得ることから、聞一多說は妥當であろう。○「大德」の「德」は魏風・碩鼠篇「莫我肯德」を『呂覽』擧難篇が「莫我肯得」に作り、李富孫が「古德與得字通」 （ 『春秋三傳異文釋』 ）とする如く、得に通ずる 大得とは、風の神から得た恩惠、具體的には豐饒や多產などの恩惠を指す。
各章首二句は毛傳、集傳ともに「興也」とする。旣述の如く「谷風」を呪物とする興詞である。そしてその風は雨を伴い
（ 「維風及雨」 ） 、雷を伴う（ 「維風及頽」 ）ものとして謠われているのであるが、それは人閒に恐懼を抱かしめ（ 「將恐將懼」 ） 、すべての草木を枯らす（ 「無艸 死、無木不萎」 ）ほどの災
をもたらす存在であることがわかる。降雨があるにも關わらず

































































































（押韻 　第一章 　○＝藥部韻、◎＝宵部韻…藥宵通韻。 　第二章 　△＝之部韻。 　第三章 　◆＝質部韻。 　第四章 　▲＝微部韻）



























































不善の行いを續ける公子州吁を、吹き止まぬ終風に喩えたものと解する。しかしこれが男性の比喩などではなく、風そのものを呪物とする興詞であることは 先の谷風篇と同じである。この詩の中の風も谷風篇同樣、豪雨（ 「暴」 「霾」 ）や雨雲（ 「
曀

































〈日本語譯〉第一章 　　風は吹きすさび激しい雨を降らす。あの人（＝風の神） 私を振り返り見ては笑うだけ。 の人にもてあそばれ
るばかりで、私の心は傷つき傷む。
第二章 　　風は吹きすさび土煙をあげ 雨を降らす。穩やかな風吹くことを願って止まぬ。行きつ戾りつして（風の神 來
臨を待ち焦がれ） 、斷ち切れぬ我が思い。
第三章 　　風吹きすさび空かき曇り、 （晴れたと思えば）ふいにまた曇る。 （風の神の來臨 待ち焦がれて）目覺めては寢も
やらぬ、我がもとに（風の神を）ひきとめたいと願う。















し） 」と謠っているのである。更に第三、 四章にて「願言則嚔」 「願言則懷」と謠うことで、 がもとに來臨し、その祀り
を受け入れられんことを祈り、風 鎭まることを祈願する内容となっている。
また第三、 四章に見える「寤言不寐」とは、風の神の來臨を待ち焦がれる巫女が、その思いの切なるが爲に、眠ることも




















































































































































































































































安寧を脅かす暴風 速やかに鎭めることを祈ったのである。かかる内容の詩を、本稿では殷代の祭祀 名 借りて寧風詩とし、これに類する詩として
邶
風・終風篇、小雅・谷風之什・谷風篇、同節南山之什・何人斯篇の三篇の詩の原義を解釋した。
註　（一）現在、 『甲骨文合集』 （姚孝遂『殷墟甲骨刻辭類纂』 （中華書局 　一九八九年）所收）に收錄されている當該契文の缺損部分が順次補われていった經緯につい
ては、魏慈德『中國古代風神崇拝』 （出土思想文物與文獻硏究叢書（八） 、臺灣古籍出版有限公司 　二〇〇二年）五三～六〇頁に詳しい。


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　（五） 「曰」は赤塚忠によると「口說をもって祈る意」 （註（二）前揭書四一七頁）である。　（六） 『甲骨文字詁林』 （中華書局 　一九九六年） 「
」字條、二六六二頁。
　（七）例えば上帝が雨を命ずる辭例は「貞、今一月、帝令雨」 （合集一四一三二正） 、 「貞、帝弗其及今四月令雨」 （合集一四一三八）などであり、雷を命ずる辭例
は「貞、帝其及今十三月令雷」 （合集一四一二七正）などである。このうち雨を命ずる辭例が最も多い。
　（八）註 二 赤塚忠前揭書四二九～四三九頁。　（九） 「飌」は孫詒讓が「飌師者、 經字樣蟲部云、飌、古文風」と言う如く風字の古字であり、 「飌師」とは風の神を呼ぶ稱謂であったと考えられる。（一〇） 「
燎」は『說文』に「
、積木燎之也」とあり、木を積んで燒く祀りのこと。









子天文訓、史記律書皆曰南方曰景風、景者大也。呂氏春秋有始篇、淮南子墜形訓、南方曰巨風、巨亦大也。則凱之義本爲大、故廣雅云、凱、大也」 （ 『毛詩傳箋通釋』 ）と解し、聞一多は「豈聲字多有 意 不屈 曰、剴者大也。說文曰、剴、大鎌也。廣雅釋詁一曰、凱、大也。……凱風者、大風也」（ 「詩經通義（甲） 」 ）と解している。







たれたことを刺る詩と解されてきた。その後、棄婦の嘆きを謠った詩と解する說が一般的となる。本篇を風の神を祀る詩と解釋するのは赤塚忠だけであるが、赤塚は「東風を祭る歌。……「谷風」は、東風 春さきに吹く である。それを擬人化して「女」といい、女性がそれに嘆きを訴えて風を宥和する形をとっている。天候の異變に對しては、こういう表現形式がとられるのであって、こ 詛歌という」 （ 『詩經硏究』 （赤塚忠著作集第五卷、硏文社 　昭和六一年）八一～八二頁）と、眞に示唆に富む意見を述べているが、旣述 如く「谷風」を東風と解する點につ ては首肯 難い。
（二五）衞風・考槃篇の詳しい解釋については註（一六）前揭書二四～二九頁を參照。（二六）召南・艸蟲篇の詳しい解釋については註（一六）前揭書三〇九～三一七頁を參照。（二七）神婚については註（一六）前揭書三一四～三 六頁を參照。（二八）註（二 赤塚忠前揭書四四〇頁。（二九）註（二〇）赤塚忠前揭書八二頁。（三〇）この詩を毛序は「何人斯、蘇公刺暴公也。暴公爲王卿士、而譖蘇公焉。故蘇公作是詩 以絕之」 、朱熹は「此詩與上篇文意相似。疑出一手。但上篇先刺聽者。
此篇專責讒人耳」と解する。











（三四） 「飄風」は毛傳に「飄風 暴起之風 ある如く 激しく吹きすさぶ 、暴 意と する（三五） 「胡逝我梁、不入我門」の二句を聞一多は「二句廋語 禁夫勿來就己身也」 「風詩類鈔」 ）と、同衾を迫る夫 拒絕する句であると解する。またこれと同一
構文の「胡逝我陳」の句も、同樣の隠喩を含む句であったと思わ るが、 「陳」字に「梁」の如き意を表す用例が見つからなかった。恐らく韻を踏む爲に「陳」字を入れ換えたものと考えられるが、推測の域を出ない。しばらく「梁」と同義と解しておく。
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※その他、語釋等に使用した『詩經』解釋の爲の工具書については、註（一六）前揭書の参考文獻を參照。
